
 
 

令和６年度能登半島地震等被災者健康調査結果の概要について 
 

 詳細版データを精査した結果、先に公表しました概要版の数値に変動がありましたので改めて公表い
たします。なお、傾向を大きく変えるものではありません。 
 
 
図５ 回答者の職業・地域別割合 
・地域区分（北部・中部・南部）を被災時点（Ｒ６.１.１）から調査時点（Ｒ７.１～２月）に訂正した。 

 

 
図１０ 健康診断を受けていない理由（居住地域別割合 複数回答有） 
・地域区分（北部・中部・南部）を被災時点（Ｒ６.１.１）から調査時点（Ｒ７.１～２月）に訂正した。 
・「健康診断を受けていない」理由を問う設問であったところ、分母に本来対象外である「健康診断を受ける予定」や
「無回答」を含めて集計していたため、これらを除外し再集計した。 

訂正後 訂正前 

 

 

 

 

 

 

 
図１１ 主食・主菜・副菜のそろった食事の１日の回数（居住地域別割合） 
・地域区分（北部・中部・南部）を被災時点（Ｒ６.１.１）から調査時点（Ｒ７.１～２月）に訂正した。 

訂正後 訂正前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訂正後 訂正前 

 

 

 

 

健康診断未受診の理由として最も多かったのは「通院中である」で 56.5%であっ

た。調査時の居住地域別に見ると、“南部”では「どこで受けたらいいのかわからな

い（案内がない）」と答えた者が多かった（図 10）。 

 

健康診断未受診の理由として最も多かったのは「通院中である」で 47.6%であっ

た。調査時の居住地域別に見ると、“南部”では「どこで受けたらいいのかわからな

い（案内がない）」と答えた者が多かった（図 10）。 

 

主食・主菜・副菜のそろった食事を、1 日に 1 回もとっていないと回答し

た者が、“中部”で 21.7％と少なく、“北部”で 25.3％、“南部”で 24.7％と多

かった（図 11）。 

 

主食・主菜・副菜のそろった食事を、1 日に 1 回もとっていないと回答し

た者が、“中部”で 21.1％と少なく、“南部”で 28.6％と多かった（図 11）。 


